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研究目的

1. そもそもChatGPTとは何か!? を知る

2. 世の中のChatGPTへの対応を把握する

3. ChatGPTによる社会への影響について考える

発表アジェンダ

1. 歴史

2. 著作権

3. 実験：エントリーシート

4. 今後の研究予定

○ アンケート調査

○ 文献調査



1.【歴史】人工知能/AIの見取り図
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■ 第１次AIブーム：推論・探索の時代
1. AI(Artificial Intelligence):1956年ダートマス会議。アメリカのニューハンプシャー州にあるダート

マス大学で数学の教授であったジョン・マッカーシーが「人間のように考える機械」を「AI/人工
知能」として発表

2. 推論：人間の思考過程を記号で表現、実行

3. 探索：迷路・ハノイの塔・将棋、チェスなど相手のいるゲーム➡探索木

限定状況での解決➡限界 米国政府により機械翻訳支援打ち切り➡70’冬の時代

■ 第２次AIブーム：知識の時代
1. 知識：80’ 対話が可能にー問題解決の為のAIへ

✔ エキスパート システム 知識ー推論ー関係ある知識の取り出し

2. 知識書き出しの問題➡95年冬の時代

■ 第３次AIブーム：機械学習・特徴表現学習の時代
1. データ増加と機械学習（1998 Googleエンジン・国際学会）

✔ 学習＝分別（ニューラルネットワーク 手書き文字の認識）

2. ディープラーニング 深層の学習



2.【著作権】
AI生成物は著作物か？著作者は誰？➡著作権は誰に帰属するか？

◆著作物とは？：思想又は感情を創作的に表現したものであつて、
文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの（文化庁）

➡思想感情を創作的に表現するための「道具」としてAIを使用し
たAI利用者＝著作者(人の「創作意図」/人が「創作的寄与」)

➡AIが自律的に生成したものは、著作物に該当しない。

＝著作権はAI利用者に帰属する。

＝「創作的寄与」について
参考：文化庁 https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/93903601.html



3．【実験】ChatGPTを使い倒す
Chat GPTにエントリーシートを書かせてみた

目的）
まず、使ってみる。 ＜エントリーシートの自己PR＞

手順）
1. 初めからChatGPTで作らせる

2. 自分が書いたものをよりよくする

3. 比較してみて(まとめ)



①初めからChatGPTに作らせる









②自分の書いたものをよりよ
くした













比較してみて

• ChatGPTに0から作らせたエントリーシートで
は知識などはあるものの、具体的な取り組みや
内容がないため熱意に欠ける

• できあがったエントリーシートを修正する分に
はChatGPTは得意であることがわかった



3.まとめ

• 抽象的な条件では思い通りの返答がこない
• 詳細な条件を与えないと自動で条件が追加される

→質問者の質問力次第で返答の質が異なる 
• 基準が定まってない問いに対してはいくら条件を与え

ても期待する返答が返ってこない（→感情や個別の判
断に任せる問いを避ける）

• 2個前の情報は引き継がれていない

→質問した内容にマークを付ける（質問番号を付ける
と情報を引き継げる）



4.今後の研究内容予定

● 【文献レビュー・フィールドワーク】

● 【実験】 5.0
○ ChatGPTを使い倒す（実態調査）

○ 質問内容によるChatGPTの応答を調査

○ ChatGPTの得意・不得意を調査

○ ChatGPTの応答バイアスの調査

● 【アンケート調査】

（アンケート内容例）

ChatGPTの使用経験について

・どのような目的で使用したことがあるか

・使用して得たメリット、デメリット

ChatGPTの信頼性について
・提供される情報に対してどの程度信頼しているか
・ChatGPTの回答が正確であると感じたことがあるか

ChatGPTの将来の展望について
・今後進化するとしたら、どのような機能や特性が望ましいと思うか
・日常生活や仕事にどの程度影響を与えると考えるか
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